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小
児
糖
尿
病
理
解
し
て

曲

患
者
、家
族
の
△〓
教
員
向
け
研
修
会

岡

■
型
糖
尿
病
の
子
ど
も

に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
患
者
や
家
族
で
つ

く
る
岡
山
小
児
糖
尿
病
協

会
は
９
日
、
初
め
て
教
職

員
対
象
の
研
修
会
を
岡
山

市
内
で
開
い
た
。
病
気
へ

の
理
解
不
足
か
ら
、
学
校

園
で
つ
ら
い
思
い
を
抱
く

患
者
が
い
る
こ
と
か
ら
企

画
。
約
■
５
０
人
が
病
気

の
基
礎
知
識
や
適
切
な
対

応
を
学
ん
だ
。

鐘
内
の
糖
尿
病
患
者
は

９
割
超
が
肥
満
な
ど
に
よ

る
２
型
糖
尿
病
。
■
型
は

何
ら
か
の
原
因
で
膵
臓
の

細
胞
が
壊
れ
、
血
糖
値
を

調
節
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
を

作
れ
な
く
な
る
。
発
症
は

１０
万
人
に
■
～
２
人
。
協

会
事
務
局
の
岡
山
赤
十
字

病
院
に
よ
る
と
県
内
の
未

成
年
患
者
は
■
■
５
人
と

い
う
。

研
修
会
で
は
同
病
院
の

権
原
幸
二

・
第

一
小
児
科

部
長
が
講
義
。
患
者
は
食

事
時
な
ど
■
日
数
回
の
注

射
や
血
糖
値
測
定
が
必
要1型糖尿病 の基礎知識 や患者 への対応 を学んだ研修会

だ
が
、

「水
泳
や
マ
ラ
ソ

ン
な
ど
の
運
動
や
食
事
制

限
は
な
く
、
部
活
動
や
修

学
旅
行
へ
の
参
加
も
全
く

問
題
は
な
い
」
と
説
明
。

「
治
療
に
は
学
校
全
体
の

協
力
が
不
可
欠
」
と
呼
び

掛
け
た
。

同
協
会
に
よ
る
と
、
会

員
は

「
水
泳
の
授
業
や
注

射
に
親
の
同
席
を
求
め
ら

れ
る
」

「
低
血
糖
発
作
を

抑
え
る
た
め
に
摂
取
す
る

ブ
ド
ウ
糖
な
ど
が
、
間
食

と
誤
解
さ
れ
る
」
と
い
っ

た
悩
み
を
抱
え
る
と
い

う
。
県
内
で
は
発
作
を
懸

念
し
、
小
学
校
で
女
子
児

童
が
プ
ー
ル
利
用
を
制
限

さ
れ
た
例
も
あ

っ
た
。

（久
岡
広
和
）

日
本
舞
踊
を
抜
露

支
援
へ
感
謝
込
め

福岡
島山
の大
小生
中ら
学招
生待

東
日
本
人
震
災
の
復
興

を
援
助
す
る
岡
曲
大
生
ら

の
ポ

ラ

ン
テ

ィ
ア
団
体

「
お
か
や
ま
バ
ト
ン
」
の

招
き
で
来
岡
し
た
福
島
市

の
子
ど
も
た
ち
が
９
日
、

同
大
創
立
５０
周
年
記
念
館

（
岡
山
市
北
区
津
轟
中
）

で
支
援

へ
の
感
謝
を
込

め
、
日
本
舞
踊
の
発
表
会

を
開
い
た
。

福
島
市
で
日
本
舞
踊
を

習
う
小
中
学
生
１１
人
は
３

日
か
ら
県
内
で
合
宿
し
、

お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り

へ
の
参
加
や
海
水
浴
な
ど

を
満
喫
。

１０
日
の
最
終
日

を
前
に
、
協
力
し
て
く
れ

た
地
域
住
民
や
企
業
関
係

者
を
招
い
た
。

ス
テ
ー
ジ

で
は
ピ
ン
ク
や
緑
色
の
鮮

や
か
な
着
物
を
ま
と
い
、

福
島
県
の
民
謡
な
ど
に
合

わ
せ
て
覇
子
や
傘
で
慶
雅

な
舞
を
披
露
し
た
。

福
島
市
立
森
合
小
５
年

奮
野
愉
香
さ
ん

（１１
）
は 練 習 の 成 果 を 披 露 す る 福 島 市 の 子 ど も た ち

「
い
つ
も
優
し
く
気
遣

っ

て
く
れ
た
岡
山
の
人
た
ち

に
お
礼
が
で
き
た
か
も
」

と
笑
顔
だ

っ
た
。

踊
り
の
合
間
に
は
、
現

在
の
生
活
や
復
興
へ
の
思

い
に
つ
い
て
報
告
。

「お

父
さ
ん
と
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
」

「
今
で
も
野
菜

や
米
作
り
を
制
限
さ
れ
て

い
る
」
「
福
島
が
大
好
き
。

早
く
明
る
く
美
し
い
福
島

に
戻

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
話
し
た
。（大

江
恵
里
奈
）

岡
山
協
立
病
院
派
遣
、

東
圏
本
大
震
災
で
被
災

し
た
福
島
県
南
相
馬
市
の

病
院

に
岡
山
協
立
病
院

言
語
聴
覚
士
が
報
告

（岡
山
市
中
区
赤
坂
本
町
）

震災被災地は

スタッフ不足

瘍

況
を
報
難

植
木
一

聴
覚
±
”

福
島
第

北
に
あ
ア

合
病
院
″

力
月
間
磁

事

の
機
一

た
。一言］菫

ｍ識

法
士
な
か

ビ
リ

ス
・

後
、
理
澤

被
災
地
へ
の
医
療
支
援
の
継
続
を
訴
を

同
居
女
性
の
嬢
へ
性
的
虐
待

男
に
懲
役
０
年
判

同
居
女
性
の
娘
に
小
学

５
年

の
こ
ろ
か
ら
７
年

間
、
性
的
虐
待
を
繰
り
返

し
た
と
し
て
、
準
強
姦
罪

に
問
わ
れ
た
県
内
在
住
の

会
社
員
小
松
原
啓
優
被
告

（３３
）
に
、
岡
山
地
裁
は
９

日
、

「
人
略
を
踏
み
に
じ

る
卑
劣
極
ま
り
な
い
犯

行
」
と
し
て
懲
役
９
年
（求

刑
懲
役
１２
年
）
の
判
決
を

言
い
渡
し
た
。

判
決
理
由
で
圏
尻
克
已

裁
判
長
は

「未
成
年
の
被

害
女
性
は
不
安
や
不
眠
に

悩
み
、
精
神
的
苦
庸
は
計

り
知
れ
持

さ
ら
な
ス

れ
、
女
嵯

感
情
は
当

た
。判

決
奮
・

小
松
原
数

の
娘

に
（


